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は
じ
め
に
相
撲
博
物
館
に
は
、
作
者
不
詳
と
さ
れ
る
《
釈
迦
ヶ
嶽
雲
右
衛
門
等
身
大
像
》
と
題
さ
れ
た
大
掛
軸
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
図
１
）。
明
和
期
に
活
躍
し
た
巨
人
力
士
、
釈
迦
ヶ
嶽
雲
右
衛
門
（
一
七
四
九_
一
七
七
五
）
の
立
ち
姿
を
描
い
た
全
身
像
で
あ
り
、
こ
れ
と
同
様
の
作
例
が
、
市
川
市
の
安
国
院
に
、
釈
迦
ヶ
嶽
の
没
後
登
場
し
た
巨
人
力
士
、
生
月
鯨
太
左
衛
門
（
一
八
二
七_
一
八
五
○
）
を
描
い
た
も
う
一
幅
と
共
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
現
在
で
は
す
で
に
所
在
が
不
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
も
う
一
点
を
合
わ
せ
、
釈
迦
ヶ
嶽
の
大
掛
軸
は
少
な
く
と
も
計
三
点
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
（
１
）
。
幕
末
期
に
は
、
巨
人
力
士
を
題
材
と
す
る
肉
筆
の
等
身
大
図
像
が
数
点
描
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
巨
人
力
士
の
登
場
が
相
次
い
だ
明
和
期
は
、
錦
絵
と
称
さ
れ
る
色
刷
り
木
版
画
が
創
始
さ
れ
、
隆
盛
を
極
め
て
ゆ
く
時
代
に
当
た
る
。
量
産
が
可
能
な
錦
絵
に
よ
り
、
力
士
の
姿
が
大
量
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
状
況
下
に
お
い
て
、
肉
筆
画
・
大
掛
軸
の
等
身
大
図
像
は
相
撲
絵
の
中
で
も
特
殊
な
存
在
と
し
て
映
る
。
ま
た
、
釈
迦
ヶ
嶽
は
錦
絵
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
力
士
の
表
情
や
体
格
な
ど
の
身
体
的
特
徴
を
示
し
た
描
き
分
け
が
特
に
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
相
撲
絵
の
歴
史
の
中
で
、
初
め
て
個
人
を
特
定
し
う
る
描
写
が
な
さ
れ
た
力
士
と
し
て
も
特
筆
さ
れ
る
。
ゆ
え
に
釈
迦
ヶ
嶽
を
モ
デ
ル
と
す
る
作
品
は
、
そ
の
後
の
本
格
的
な
相
撲
絵
の
展
開
を
探
る
上
で
も
重
要
な
作
例
と
考
え
ら
れ
、
本
大
掛
軸
も
ま
た
、
相
撲
絵
の
大
部
分
を
占
め
る
錦
絵
と
は
異
な
る
形
式
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
も
、
再
考
さ
れ
る
べ
き
作
品
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
1
相
撲
博
物
館
所
蔵
《
釈
迦
ヶ
嶽
雲
右
衛
門
等
身
大
像
》
に
つ
い
て
大
久
保
範
子
本
稿
で
は
、
相
撲
博
物
館
所
蔵
《
釈
迦
ヶ
嶽
雲
右
衛
門
等
身
大
像
》
の
制
作
者
と
制
作
時
期
に
焦
点
を
当
て
考
察
を
行
う
。
そ
れ
と
と
も
に
、
錦
絵
の
誕
生
と
登
場
時
期
が
重
な
る
、
釈
迦
ヶ
嶽
を
題
材
と
し
た
作
品
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
従
来
あ
ま
り
積
極
的
に
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
相
撲
絵
の
展
開
を
探
る
一
助
と
し
た
い
。
一
章
で
は
相
撲
博
物
館
本
の
現
状
と
画
題
に
つ
い
て
、
二
章
で
は
釈
迦
ヶ
嶽
を
モ
デ
ル
と
す
る
錦
絵
の
作
例
と
の
比
較
、
三
章
で
は
他
の
等
身
大
図
像
と
の
比
較
を
行
い
本
作
の
位
置
付
け
を
試
み
る
。
第
一
章
作
品
の
概
要
一
《
釈
迦
ヶ
嶽
雲
右
衛
門
等
身
大
像
》
の
概
観
本
作
は
、
縦
二
五
七
・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
四
五
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
共
に
表
具
込
の
外
寸
）
の
大
掛
軸
に
、
江
戸
時
代
の
巨
人
力
士
と
し
て
名
を
馳
せ
た
釈
迦
ヶ
嶽
雲
右
衛
門
を
等
身
大
で
描
い
た
と
す
る
作
品
で
あ
る
。
掛
軸
の
形
式
で
は
あ
る
が
表
具
は
非
常
に
簡
素
で
あ
り
、
天
、
地
、
風
帯
、
一
文
字
を
持
た
ず
、
本
紙
の
大
き
さ
ゆ
え
か
、
中
廻
し
、
柱
の
部
分
は
極
端
に
狭
い
。
作
品
は
紙
本
著
色
で
あ
り
、
三
枚
の
紙
を
継
い
で
描
か
れ
て
い
る
。
紙
本
右
上
に
あ
る
墨
書
、「
釋
迦
嶽
雲
右
衛
門
七
尺
一
寸
六
分
」
は
別
の
料
紙
に
書
い
た
も
の
を
切
り
取
り
貼
り
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
画
面
右
下
の
落
款
は
墨
書
に
て
「
探
齋
武
一
傳
模
」、
そ
の
下
に
や
や
角
に
丸
み
を
帯
び
た
朱
文
長
方
印
「
探
齋
」
と
あ
る
。
制
作
時
期
、
来
歴
を
示
す
款
記
は
み
ら
れ
な
い
。
本
図
の
筆
致
は
、
頭
部
、
手
足
お
よ
び
扇
子
、
刀
、
草
履
部
分
は
細
く
細
や
か
な
筆
づ
か
い
で
描
写
さ
れ
て
お
り
、
着
物
部
分
は
簡
略
化
さ
れ
た
太
く
力
強
い
線
で
描
か
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
運
筆
に
強
弱
は
つ
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
筆
線
は
一
定
の
太
さ
を
保
っ
て
い
る
。
人
物
の
ポ
ー
ズ
や
表
情
は
硬
く
、
彩
色
に
濃
淡
が
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
2
図１ 相撲博物館蔵
《釈迦ヶ嶽雲右衛門等身大像》
3図２ 相撲博物館蔵《釈迦ヶ嶽雲右衛門等身大像》現状図
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
全
体
と
し
て
立
体
感
に
乏
し
く
平
面
的
な
印
象
を
受
け
る
。
一
方
で
、
顔
部
や
扇
子
の
牡
丹
、
刀
の
柄
等
の
細
部
の
描
写
は
精
緻
か
つ
丁
寧
で
あ
り
、
絵
師
の
技
量
が
う
か
が
え
る
。
本
図
の
余
白
部
分
は
極
め
て
少
な
く
、
背
景
に
は
何
も
描
か
れ
て
い
な
い
。
本
作
の
現
状
（
図
２
）
は
、
画
面
の
欠
失
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
経
年
に
よ
る
退
色
お
よ
び
顔
料
の
摩
耗
が
作
品
全
体
に
認
め
ら
れ
、
余
白
部
分
は
変
色
し
て
い
る
。
画
面
に
は
横
に
走
る
巻
皺
が
本
紙
下
半
分
に
集
中
し
て
多
数
見
ら
れ
、
作
品
の
大
き
な
傷
み
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
作
品
右
下
の
縁
部
分
は
、
細
か
い
巻
皺
と
変
色
が
起
き
て
お
り
、
本
紙
右
上
に
貼
ら
れ
て
い
る
墨
書
の
縁
に
も
全
体
に
変
色
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
図
の
上
か
ら
四
分
の
一
く
ら
い
の
所
と
、
丁
度
中
程
の
所
に
画
面
を
上
下
に
分
け
る
継
ぎ
目
が
あ
り
、
後
者
は
巻
皺
の
た
め
に
全
体
が
浮
き
上
が
っ
て
い
る
。
大
き
な
虫
喰
い
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
所
々
に
補
修
痕
が
あ
り
、
本
紙
上
部
の
人
物
の
頭
部
を
除
く
右
側
半
分
に
そ
の
形
跡
が
散
見
さ
れ
る
。
顔
料
の
退
色
は
顔
部
が
顕
著
で
あ
る
他
、
釈
迦
ヶ
嶽
の
着
る
黒
い
羽
織
の
袖
部
分
に
、
摩
耗
痕
の
よ
う
な
画
面
の
擦
れ
が
広
が
っ
て
お
り
、
白
い
線
の
よ
う
に
見
え
る
。
羽
織
の
肩
に
あ
る
三
本
線
の
白
抜
き
紋
は
、
左
右
と
も
に
顔
料
の
欠
失
に
よ
る
退
色
が
著
し
い
。
二
画
題
に
つ
い
て
本
作
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
釈
迦
ヶ
嶽
雲
右
衛
門
は
、
本
名
を
天
野
久
富
と
い
い
、
寛
延
二
年
に
雲
州
能
義
郡
大
塚
村
、
現
在
の
島
根
県
安
来
市
に
生
ま
れ
た
（
２
）
。
十
七
歳
の
春
に
は
身
長
が
す
で
に
七
尺
（
３
）
（
約
二
一
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
に
達
し
て
い
た
と
い
う
（
４
）
。
同
郷
の
力
士
、
雷
電
為
五
郎
の
弟
子
と
な
り
（
５
）
、
松
江
藩
の
お
抱
え
力
士
と
し
て
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）十
月
の
大
阪
相
撲
に
「
大
鳥
居
雲
右
衛
門
」
と
し
て
大
関
付
け
出
し
で
登
場
し
た
（
６
）
。
の
ち
に
江
戸
へ
移
り
、
明
和
七
年
十
一
月
に
市
ヶ
谷
左
内
坂
長
龍
寺
で
催
さ
れ
た
江
戸
勧
進
相
撲
に
お
い
て
、
釈
迦
ヶ
嶽
と
名
を
改
め
東
方
の
看
板
大
関
と
し
て
番
付
に
載
る
が
（
７
）
、
こ
の
と
き
の
身
長
が
七
尺
三
寸
五
歩
（
８
）
と
も
七
尺
一
寸
六
分
（
９
）
と
も
七
尺
八
寸
（
10
）
と
も
言
わ
れ
て
い
る
（
11
）
。
ち
な
み
に
江
戸
相
撲
で
の
釈
迦
ヶ
嶽
は
、
翌
明
和
八
年
の
三
月
に
深
川
三
十
三
間
堂
、
安
永
元
年
十
一
月
に
両
国
回
向
院
、
安
永
二
年
閏
三
月
に
深
川
八
幡
宮
、
同
十
月
に
本
所
一
ッ
目
八
幡
宮
、
そ
し
て
安
永
三
年
四
月
に
再
び
深
川
八
幡
宮
で
場
所
を
つ
と
め
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い
る
（
12
）
。
看
板
大
関
と
は
、
い
わ
ゆ
る
土
俵
入
り
専
門
の
力
士
の
こ
と
で
、
相
撲
興
行
に
お
い
て
人
々
の
注
目
を
集
め
る
た
め
の
見
せ
物
的
役
割
を
担
う
力
士
で
あ
る
。
ゆ
え
に
実
際
の
取
り
組
み
を
す
る
者
は
稀
で
4
あ
っ
た
が
、
釈
迦
ヶ
嶽
は
江
戸
で
の
最
初
の
場
所
で
、
幕
内
力
士
相
手
に
六
勝
一
預
か
り
一
休
み
、
後
の
名
横
綱
谷
風
（
当
時
の
し
こ
名
は
達
ヶ
関
）
さ
え
も
破
る
と
い
う
（
13
）
本
物
の
大
関
に
も
全
く
ひ
け
を
と
ら
な
い
、
看
板
大
関
と
し
て
は
例
外
的
な
実
力
を
見
せ
た
。
そ
の
後
、
安
永
元
年
の
番
付
で
は
西
方
関
脇
の
地
位
に
下
る
も
の
の
（
14
）
、
江
戸
で
は
計
六
場
所
土
俵
を
務
め
、
通
算
二
三
勝
三
敗
一
預
一
分
の
堂
々
た
る
成
績
を
残
し
て
い
る
（
15
）
。
し
か
し
、
安
永
四
年
の
二
月
、
数
え
年
二
七
歳
の
と
き
郷
里
の
松
江
に
て
現
役
の
ま
ま
病
没
し
た
。
釈
迦
ヶ
嶽
以
降
も
巨
人
力
士
は
登
場
す
る
が
、
彼
の
評
判
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
長
く
続
き
、「
釈
迦
ヶ
嶽
」
と
い
え
ば
大
男
の
代
名
詞
だ
っ
た
と
い
う
（
16
）
。
ま
た
、
釈
迦
ヶ
嶽
は
美
男
だ
っ
た
ら
し
く
、
『
翁
草
』
に
は
、「
出
雲
よ
り
釋
迦
嶽
と
云
大
前
髪
出
る
、
美
童
に
し
て
器
量
骨
柄
唯
な
ら
ず
、
七
尺
有
餘
の
童
子
な
り
」（
17
）
と
あ
る
。
女
性
が
相
撲
興
行
を
見
ら
れ
な
か
っ
た
当
時
、
釈
迦
ヶ
嶽
を
見
る
た
め
に
相
撲
の
打
ち
出
し
時
刻
を
確
認
す
る
女
性
も
あ
っ
た
と
い
う
（
18
）
か
ら
、
か
な
り
の
人
気
と
い
え
る
。
一
方
で
、
釈
迦
ヶ
嶽
は
大
人
し
く
内
向
的
な
性
格
の
持
ち
主
だ
っ
た
ら
し
く
、『
相
撲
今
昔
物
語
』
に
は
、「
性
質
殊
外
小
気
に
て
、
芝
居
其
外
人
立
の
場
所
へ
は
、
行
事
を
嫌
ふ
と
な
り
、（
中
略
）
あ
る
人
い
ふ
、
元
来
釈
迦
ヶ
嶽
は
病
人
な
り
、
平
生
面
色
悪
敷
、
眼
中
と
み
て
鳩
目
の
ご
と
し
、
其
上
余
形
体
長
大
な
れ
ば
、
諸
事
不
自
由
に
て
、
鬱
気
が
ち
な
り
」（
19
）
と
あ
り
、
『
甲
子
夜
話
』
に
は
、「
或
人
よ
り
聞
く
。
こ
の
男
、
長
大
に
は
似
ぬ
小
量
者
に
て
、
常
に
人
中
に
出
る
こ
と
を
厭
ひ
ゐ
れ
ど
、
か
く
巨
貌
ゆ
ゑ
、
出
れ
ば
人
と
り
囲
て
堵
を
な
す
。
か
く
す
れ
ば
都
下
は
住
が
た
し
。
一
日
も
早
く
帰
国
し
た
し
抔
言
て
、
涕
泣
す
る
と
ぞ
。」（
20
）
、
さ
ら
に
、「
又
こ
の
巨
人
、
気
の
弱
き
こ
と
は
珍
し
き
ば
か
り
也
。
人
前
に
て
物
を
喫
す
る
こ
と
を
厭
ひ
、
第
一
は
手
を
つ
き
首
を
俯
れ
、
恐
入
て
の
み
あ
る
を
、
や
う
や
う
す
か
し
て
安
坐
せ
し
む
。
と
か
く
途
中
に
て
人
に
観
ら
る
ゝ
を
甚
嫌
ひ
、
成
た
け
外
出
せ
ず
。
大
家
よ
り
伝
来
る
と
き
主
人
の
命
に
て
強
て
出
門
す
る
体
の
こ
と
と
。
又
附
添
の
者
な
く
し
て
は
、
一
人
に
て
は
何
か
な
る
席
へ
も
出
か
ぬ
と
ぞ
。
我
が
宅
へ
は
彼
藩
の
儒
官
野
坂
源
助
、
従
来
我
が
門
人
な
れ
ば
附
添
ひ
て
来
れ
り
。
廼
我
諄
順
々
と
、
人
に
恥
べ
き
の
わ
け
無
き
こ
と
を
説
聞
か
せ
、
こ
の
後
は
誇
り
顔
に
人
前
に
出
よ
と
諭
せ
し
迚
大
笑
し
き
。
古
へ
の
防
風
氏
な
れ
ど
も
存
外
に
小
心
の
人
な
り
し
か
迚
又
笑
ひ
し
。」（
21
）
と
あ
り
、
人
並
み
外
れ
た
巨
体
を
人
前
に
さ
ら
す
羞
恥
心
か
ら
か
、
非
常
に
引
っ
込
み
思
案
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
釈
迦
ヶ
嶽
が
江
戸
相
撲
に
登
場
し
た
明
和
期
は
、
錦
絵
と
呼
ば
れ
る
多
色
刷
り
浮
世
絵
版
画
の
誕
生
・
隆
盛
期
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
5
乗
じ
、
釈
迦
ヶ
嶽
も
浮
世
絵
版
画
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
作
品
と
本
図
と
を
比
較
す
る
と
、
表
情
が
異
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
の
第
二
・
三
章
で
詳
し
く
検
討
し
た
い
。
三
勧
進
相
撲
と
相
撲
絵
相
撲
の
起
源
は
古
い
が
、
相
撲
を
生
業
と
す
る
力
士
が
誕
生
す
る
に
至
っ
た
の
は
江
戸
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。
幕
府
に
よ
る
政
権
が
一
応
の
安
定
期
を
迎
え
る
と
、
中
世
か
ら
続
く
専
門
的
相
撲
人
（
22
）
に
失
業
武
士
た
ち
を
交
え
た
職
業
力
士
団
が
各
地
に
発
生
し
、
京
都
・
大
阪
・
江
戸
を
中
心
に
次
第
に
組
織
化
さ
れ
て
い
っ
た
（
23
）
。
勧
進
相
撲
は
、
後
に
名
目
化
し
て
し
ま
う
も
の
の
、
も
と
は
寺
院
の
改
修
費
を
工
面
す
る
目
的
で
行
わ
れ
て
お
り
（
24
）
、
の
ち
に
諸
大
名
お
抱
え
の
力
士
ら
に
よ
っ
て
定
期
的
な
興
業
が
行
わ
れ
、
番
付
も
編
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
相
撲
大
全
』
に
よ
る
と
、「
江
戸
勸
進
ず
ま
ふ
の
始
は
、
人
皇
百
十
代
明
正
院
の
御
宇
、
寛
永
元
子
の
と
し
、
明
石
志
賀
之
助
と
い
へ
る
も
の
、
初
て
寄
相
撲
と
號
、
四
ッ
谷
鹽
町
に
お
い
て
、
壓
天
六
日
興
業
い
た
せ
し
が
最
初
な
り
…
」（
25
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
勧
進
相
撲
の
は
じ
ま
り
を
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
よ
う
だ
が
、
他
に
も
諸
説
が
あ
り
い
ず
れ
も
明
確
な
証
拠
は
な
い
。
初
期
の
勧
進
相
撲
は
、
治
安
・
風
俗
上
の
観
点
か
ら
幕
府
に
よ
り
た
び
た
び
禁
止
さ
れ
て
お
り
（
26
）
、
再
び
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
以
降
（
27
）
、
元
禄
期
に
な
る
と
頻
繁
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
江
戸
で
は
、
宝
暦
以
後
、
基
本
的
に
三
月
と
十
月
に
定
期
の
本
場
所
と
す
る
例
が
固
ま
り
（
28
）
、
安
永
二
年
、
「
土
井
遠
江
守
殿
御
渡
」（
29
）
を
も
っ
て
制
度
が
確
立
さ
れ
る
。
幕
府
に
よ
っ
て
勧
進
相
撲
興
業
制
度
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
相
撲
を
生
業
と
す
る
力
士
以
外
の
草
相
撲
、
辻
相
撲
な
ど
で
料
金
を
と
る
こ
と
が
一
切
禁
じ
ら
れ
、
職
業
力
士
の
生
活
は
安
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
今
日
相
撲
と
の
つ
な
が
り
が
深
い
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
両
国
回
向
院
は
、
明
和
五
年
か
ら
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
寛
政
期
以
後
は
ほ
ぼ
そ
こ
で
固
定
さ
れ
、
明
治
の
末
ま
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
30
）
。
相
撲
絵
の
創
始
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
相
撲
を
絵
画
に
表
す
と
い
う
試
み
は
《
鳥
獣
戯
画
》
の
蛙
と
兎
の
取
り
組
み
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
古
来
よ
り
度
々
行
わ
れ
て
き
た
と
推
さ
れ
る
も
の
の
、
江
戸
期
以
前
の
作
品
は
伝
存
例
を
見
る
限
り
数
は
決
し
て
多
く
な
い
。
文
献
に
残
る
記
録
で
は
、『
近
世
奇
跡
孝
』
巻
之
三
に
記
さ
れ
た
《
古
画
相
撲
図
縮
図
》（
31
）
や
『
好
古
小
録
』
上
の
《
相
撲
人
図
》（
32
）
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
原
本
が
伝
世
す
る
の
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
現
存
6
す
る
中
で
古
い
も
の
は
、
近
世
初
期
風
俗
画
に
見
ら
れ
、
慶
長
年
間
の
作
と
み
ら
れ
る
《
相
撲
図
屏
風
》（
33
）
や
、
近
世
初
期
に
大
阪
の
住
吉
大
社
境
内
で
行
わ
れ
て
い
る
相
撲
の
風
景
を
描
い
た
と
さ
れ
る
（
34
）
《
住
吉
祭
礼
・
賀
茂
競
馬
図
屏
風
》
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
版
画
に
よ
る
相
撲
絵
が
い
つ
出
現
し
た
の
か
は
現
在
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
延
享
年
間
頃
の
作
と
さ
れ
る
二
代
鳥
居
清
信
に
よ
る
紅
摺
絵
な
ど
は
、
伝
存
作
を
概
観
す
る
限
り
初
期
の
も
の
に
当
た
る
と
思
わ
れ
る
。
初
期
の
相
撲
絵
に
関
し
て
は
、
描
か
れ
方
も
個
々
の
力
士
の
描
き
分
け
や
取
り
組
み
の
妙
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
記
録
と
し
て
の
絵
画
化
と
い
う
よ
り
庶
民
風
俗
の
一
題
材
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
一
般
的
に
初
期
の
浮
世
絵
は
、
多
く
が
絵
師
に
よ
る
肉
筆
画
で
、
庶
民
に
は
手
の
届
か
な
い
存
在
で
あ
り
、
ゆ
え
に
相
撲
絵
も
一
部
の
上
流
階
級
の
み
に
よ
っ
て
鑑
賞
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
延
享
頃
に
な
る
と
、
浮
世
絵
は
肉
筆
に
代
わ
っ
て
版
画
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
ご
く
初
期
段
階
の
墨
摺
絵
と
呼
ば
れ
る
墨
一
色
の
版
画
作
品
が
、
鳥
居
派
の
絵
師
ら
に
よ
っ
て
描
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
相
撲
絵
を
享
受
す
る
層
が
上
流
階
級
か
ら
町
民
へ
と
広
が
り
始
め
た
。
し
か
し
、
力
士
の
描
か
れ
方
は
依
然
と
し
て
既
存
の
形
式
に
則
っ
た
肖
似
性
を
欠
く
も
の
で
あ
り
、
こ
の
傾
向
は
宝
暦
期
ま
で
続
い
た
。
浮
世
絵
版
画
の
世
界
に
大
き
な
転
機
が
訪
れ
た
の
は
、
明
和
期
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
正
月
に
大
小
絵
暦
交
換
会
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
端
を
発
し
、
色
刷
り
の
浮
世
絵
版
画
で
あ
る
錦
絵
が
誕
生
す
る
と
（
35
）
、
ほ
ど
な
く
錦
絵
は
名
物
の
江
戸
土
産
と
な
り
、
町
の
様
子
を
描
い
た
作
品
や
歌
舞
伎
の
役
者
絵
、
美
人
画
と
並
び
、
相
撲
絵
も
人
気
を
博
す
よ
う
に
な
っ
た
（
36
）
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
錦
絵
の
創
始
か
ら
間
も
な
い
た
め
か
、
安
永
以
前
の
相
撲
絵
は
稀
で
あ
り
、
釈
迦
ヶ
嶽
の
活
躍
期
に
描
か
れ
た
相
撲
絵
は
磯
田
湖
龍
斎
、
一
筆
斎
文
調
の
錦
絵
程
度
に
と
ど
ま
る
。
天
明
期
に
入
る
と
、
さ
ら
な
る
勧
進
相
撲
の
活
気
を
受
け
、
勝
川
派
、
歌
川
派
の
絵
師
た
ち
が
多
数
の
作
品
を
遺
し
た
。
特
に
こ
の
安
永
、
天
明
、
寛
政
期
に
は
後
世
に
も
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
名
力
士
が
輩
出
し
、
相
撲
絵
は
美
人
画
、
役
者
絵
と
並
び
人
気
の
画
題
と
な
っ
て
い
る
。
中
で
も
勝
川
派
の
相
撲
絵
の
数
は
群
を
抜
く
が
、
寛
政
期
の
勝
川
春
英
や
そ
の
弟
子
春
好
は
多
く
の
優
れ
た
相
撲
絵
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
大
童
山
文
五
郎
は
、
写
楽
、
初
代
豊
国
ら
の
人
気
浮
世
絵
師
に
よ
っ
て
度
々
描
か
れ
、
以
降
相
撲
絵
人
気
は
確
固
た
る
も
の
と
な
っ
た
。
文
化
・
文
政
年
間
か
ら
幕
末
に
か
け
て
は
歌
川
派
に
よ
る
相
撲
絵
が
増
加
す
る
が
、
こ
の
時
代
に
な
る
と
、
力
士
の
描
か
れ
方
も
類
型
化
7
し
、
似
顔
絵
よ
り
も
ご
く
概
念
的
な
描
写
に
移
行
し
て
い
く
観
が
あ
り
、
浮
世
絵
と
し
て
の
相
撲
絵
は
斜
陽
を
迎
え
る
に
至
る
。
第
二
章
画
題
と
し
て
の
釈
迦
ヶ
嶽
と
巨
人
力
士
一
錦
絵
に
よ
る
作
例
版
画
に
よ
る
浮
世
絵
作
品
に
、
巨
人
力
士
は
度
々
題
材
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
作
品
が
多
く
残
る
の
は
、
釈
迦
ヶ
嶽
の
後
に
登
場
し
た
大
空
武
左
衛
門
（
一
七
九
六_
一
八
三
二
）
と
、
生
月
鯨
太
左
衛
門
で
あ
る
。
武
左
衛
門
は
、
牛
を
ま
た
ぐ
ほ
ど
の
巨
人
と
い
う
こ
と
か
ら
別
名
「
牛
股
」
と
呼
ば
れ
、
歌
川
国
安
に
よ
る
浮
世
絵
作
品
が
多
い
。
生
月
も
、
幼
少
時
の
数
々
の
武
勇
伝
を
絵
草
紙
に
ま
と
め
た
『
生
月
草
子
』（
二
代
立
川
焉
馬
作
、
三
代
豊
国
画
）
を
は
じ
め
、
脚
色
さ
れ
た
巨
人
譚
を
絵
画
化
し
た
も
の
が
三
代
豊
国
（
国
貞
）
ら
に
よ
っ
て
多
数
描
か
れ
た
。
明
和
の
巨
人
と
言
わ
れ
る
釈
迦
ヶ
嶽
雲
右
衛
門
は
、
そ
の
人
気
も
手
伝
っ
て
、
草
創
期
の
錦
絵
に
も
あ
ら
わ
さ
れ
た
。
し
か
し
、
他
の
著
名
力
士
よ
り
も
活
躍
時
期
が
先
ん
じ
て
い
る
た
め
か
、
釈
迦
ヶ
嶽
に
関
す
る
図
像
は
多
く
な
い
。
そ
の
中
で
、
お
そ
ら
く
は
明
和
か
ら
安
永
に
か
け
て
の
時
期
に
、
釈
迦
ヶ
嶽
を
モ
デ
ル
に
し
た
浮
世
絵
版
画
の
作
品
が
、
磯
田
湖
龍
斎
、
一
筆
斎
文
調
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
絵
師
の
活
躍
期
に
よ
る
時
代
考
証
か
ら
、
管
窺
の
限
り
力
士
個
人
を
特
定
し
う
る
最
も
初
期
の
作
例
と
目
さ
れ
て
い
る
（
37
）
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
錦
絵
作
品
に
描
か
れ
た
釈
迦
ヶ
嶽
の
表
情
そ
の
他
の
特
徴
を
《
釈
迦
ヶ
嶽
雲
右
衛
門
等
身
大
像
》
と
比
較
す
る
と
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
た
め
、
詳
細
な
検
討
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
磯
田
湖
龍
斎
筆
《
釈
迦
ヶ
嶽
雲
右
衛
門
と
女
》
、
お
よ
び
一
筆
斎
文
調
筆
《
釈
迦
ヶ
嶽
雲
右
衛
門
》
に
つ
い
て
、
そ
の
描
法
を
中
心
に
考
察
す
る
。
磯
田
湖
龍
斎
筆
《
釈
迦
ヶ
嶽
雲
右
衛
門
と
女
》
こ
の
作
品
は
、
柱
絵
の
形
式
に
よ
る
紅
刷
り
絵
の
作
品
で
あ
り
、
釈
迦
ヶ
嶽
雲
右
衛
門
が
、
左
手
の
人
差
し
指
の
み
で
女
性
を
ぶ
ら
下
げ
て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
場
面
を
描
い
て
い
る
（
図
３
）。
制
作
年
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
左
上
の
余
白
部
分
に
は
、「
身
丈
六
尺
八
寸
掌
九
寸
五
分
足
裏
壹
尺
三
寸
力
五
人
増
リ
目
方
三
拾
八
貫
目
余
一
度
二
飯
三
ヲ
食
」
と
釈
迦
ヶ
嶽
の
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。
柱
絵
と
は
判
型
形
式
の
浮
世
絵
版
画
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
丈
長
奉
書
を
四
つ
切
り
に
し
た
も
の
で
、
一
般
的
な
浮
世
絵
の
縦
横
の
比
8
率
、
ま
た
は
軸
物
形
式
の
作
品
と
比
較
し
て
も
、
柱
絵
の
縦
へ
と
伸
び
る
画
面
比
は
突
出
し
て
い
る
（
38
）
。
湖
龍
斎
は
こ
の
柱
絵
を
得
意
と
し
、
縦
長
の
画
面
を
効
果
的
に
用
い
た
構
図
の
作
品
を
意
欲
的
に
制
作
し
た
。
し
か
し
、
主
な
遺
作
は
女
性
像
や
花
鳥
画
で
あ
り
、
力
士
を
題
材
に
し
た
作
例
は
こ
の
《
釈
迦
ヶ
嶽
雲
右
衛
門
と
女
》
以
外
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
本
図
は
極
め
て
珍
し
い
作
と
い
え
る
。
ま
た
、
繊
細
な
線
に
よ
る
人
物
・
衣
紋
描
写
の
ほ
か
に
、
彩
色
に
紅
を
用
い
る
な
ど
、
初
期
の
浮
世
絵
版
画
に
み
ら
れ
る
特
徴
を
多
く
備
え
た
作
例
で
あ
る
。
こ
の
作
品
に
は
、
湖
龍
斎
な
ら
で
は
の
鋭
い
構
図
感
覚
が
見
ら
れ
、
春
信
風
の
華
奢
な
女
性
と
当
代
一
の
巨
人
力
士
を
対
比
さ
せ
る
こ
と
で
釈
迦
ヶ
嶽
の
巨
人
ぶ
り
を
表
現
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
身
体
に
比
し
て
わ
ざ
と
必
要
以
上
に
小
さ
く
女
性
の
手
を
描
い
て
釈
迦
ヶ
嶽
の
手
と
組
ま
せ
た
り
、
女
性
の
足
が
釈
迦
ヶ
嶽
の
裾
か
ら
の
ぞ
く
巨
大
な
足
先
に
も
及
ば
な
い
小
さ
さ
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
べ
く
、
鑑
賞
者
の
目
が
向
く
場
所
に
配
置
し
た
り
す
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
女
性
の
着
物
の
隙
間
か
ら
は
、
内
腿
が
わ
ず
か
に
の
ぞ
い
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
「
あ
ぶ
な
絵
（
39
）
」
と
し
て
の
要
素
も
秘
め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
釈
迦
ヶ
嶽
は
、
幅
の
狭
い
画
面
の
た
め
に
、
右
肩
か
ら
先
が
描
か
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
頭
部
お
よ
び
足
先
は
縦
長
の
紙
内
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
釈
迦
ヶ
嶽
と
女
性
双
方
の
全
身
像
が
見
て
取
れ
る
。
や
や
前
屈
み
の
釈
迦
ヶ
嶽
は
、
体
を
「
く
」
の
字
に
曲
げ
る
女
性
と
向
か
い
合
う
方
向
に
な
る
よ
う
に
、
体
を
ゆ
る
や
か
に
カ
ー
ブ
さ
せ
て
、
女
性
を
包
括
す
る
よ
う
な
立
ち
姿
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
図
の
描
写
か
ら
推
さ
れ
る
釈
迦
ヶ
嶽
の
左
肩
か
ら
先
の
体
躯
の
カ
ー
ブ
は
、
作
品
で
省
か
れ
て
い
る
部
分
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
頭
部
か
ら
右
足
先
に
か
け
て
大
き
な
弧
を
描
い
て
お
り
、
反
対
に
、
釈
迦
ヶ
嶽
の
左
襟
か
ら
、
女
性
の
か
か
と
を
つ
な
ぐ
小
さ
な
弧
は
、
彼
女
の
手
や
頭
部
、
着
物
を
通
り
、
大
き
な
弧
の
中
9
右：図３
磯田湖龍斎《釈迦ヶ嶽雲右衛門と女》
左：図４
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
図
４
）。
本
作
に
背
景
は
な
く
、
構
成
要
素
は
二
人
の
人
物
の
み
で
あ
る
が
、
こ
の
人
物
配
置
と
衣
服
の
繊
細
な
表
現
、
か
つ
釈
迦
ヶ
嶽
の
堅
固
な
足
元
の
デ
ッ
サ
ン
の
た
め
か
、
単
調
な
平
面
性
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
存
在
感
を
放
ち
、
無
駄
の
な
い
簡
潔
な
構
成
は
緊
張
感
す
ら
漂
わ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
女
性
の
顔
が
春
信
の
作
品
に
代
表
さ
れ
る
明
和
調
と
で
も
い
う
べ
き
こ
の
時
代
典
型
の
ス
タ
イ
ル
に
則
っ
て
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
釈
迦
ヶ
嶽
の
表
情
は
、
大
き
な
鼻
や
下
が
り
眉
、
細
い
目
な
ど
人
物
の
特
徴
を
伝
え
る
描
写
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
一
般
的
に
は
、
勝
川
春
章
や
次
に
挙
げ
る
一
筆
斎
文
調
が
似
顔
絵
を
始
め
た
と
さ
れ
て
い
る
（
40
）
が
、
同
時
期
に
活
躍
し
た
湖
龍
斎
も
ま
た
、
人
物
表
現
に
肖
似
性
を
取
り
入
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
い
う
作
例
と
し
て
、
こ
の
《
釈
迦
ヶ
雲
右
衛
門
と
女
》
は
特
筆
さ
れ
よ
う
。
湖
龍
斎
は
、
名
を
正
勝
、
ま
た
は
春
広
と
い
い
、
通
称
は
庄
兵
衛
と
い
っ
た
（
41
）
。
西
村
重
長
（
一
に
勝
川
春
章
）
の
門
で
絵
を
学
ん
だ
と
い
う
が
未
詳
で
あ
り
（
42
）
、
作
画
期
は
お
お
よ
そ
明
和
年
間
か
ら
天
明
年
間
と
さ
れ
る
（
43
）
。
江
戸
川
小
町
土
屋
家
の
浪
人
で
、
絵
師
と
な
っ
た
後
は
両
国
の
薬
研
堀
に
居
住
し
（
44
）
、
勧
進
相
撲
が
行
わ
れ
て
い
た
両
国
・
深
川
の
寺
社
周
辺
に
至
近
で
あ
っ
た
。
鈴
木
春
信
と
は
同
門
で
、
そ
の
画
風
を
慕
い
非
常
に
似
た
女
性
像
を
描
い
た
が
、
春
信
没
後
の
安
永
年
間
に
美
人
画
家
の
代
表
格
と
な
り
、
多
数
の
作
品
を
遺
し
て
い
る
。
生
没
年
は
不
明
で
、
現
在
で
は
没
年
を
安
永
の
末
年
頃
か
、
天
明
の
中
頃
で
は
な
い
か
と
す
る
見
方
が
あ
り
（
45
）
、
晩
年
は
浮
世
絵
師
と
し
て
は
め
ず
ら
し
く
法
橋
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
（
46
）
。
ま
た
、
春
信
の
没
年
を
境
と
す
る
頃
か
ら
、
湖
龍
斎
が
作
品
に
扱
う
題
材
は
、
美
人
画
か
ら
風
景
、
昆
虫
に
至
る
な
ど
広
が
り
を
み
せ
始
め
、
こ
れ
ら
の
伝
存
す
る
作
品
か
ら
は
湖
龍
斎
の
広
範
な
関
心
が
う
か
が
え
る
。
作
品
中
に
は
制
作
年
を
特
定
し
う
る
判
断
材
料
と
な
る
も
の
が
見
当
た
ら
な
い
が
、
画
風
か
ら
察
す
る
に
、
お
そ
ら
く
明
和
末
年
か
ら
安
永
初
期
頃
に
か
け
て
の
、
釈
迦
ヶ
嶽
が
江
戸
勧
進
相
撲
で
活
躍
し
て
い
た
時
代
に
、
そ
の
人
気
を
当
て
込
ん
で
制
作
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
現
代
に
お
け
る
ブ
ロ
マ
イ
ド
や
ポ
ス
タ
ー
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
筆
斎
文
調
筆
《
釈
迦
ヶ
嶽
雲
右
衛
門
》
湖
龍
斎
と
同
時
期
に
活
躍
し
た
一
筆
斎
文
調
に
よ
る
作
品
で
、
そ
の
形
式
は
、
柱
絵
と
は
異
な
る
一
般
的
な
錦
絵
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
彩
色
は
植
物
染
料
の
淡
い
紅
と
緑
を
用
い
た
い
わ
ゆ
る
紅
摺
絵
の
様
式
で
あ
り
、
寺
の
境
内
で
子
供
と
戯
れ
る
釈
迦
ヶ
嶽
の
姿
を
描
い
て
い
る
（
図
５
）。
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こ
の
作
品
で
は
、
釈
迦
ヶ
嶽
と
一
緒
に
画
面
に
登
場
す
る
人
物
が
、
子
供
と
女
性
と
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
大
男
が
小
さ
な
子
供
を
片
手
で
宙
に
ぶ
ら
下
げ
て
い
る
点
、
双
方
の
足
の
大
き
さ
を
対
比
さ
せ
る
が
ご
と
く
、
釈
迦
ヶ
嶽
の
高
下
駄
に
素
足
の
子
供
が
乗
っ
て
い
る
点
な
ど
が
湖
龍
斎
の
作
品
と
の
類
似
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
二
つ
の
作
品
の
影
響
関
係
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
文
調
と
湖
龍
斎
は
安
永
七
年
に
『
市
川
五
粒
追
善
記
』、
翌
安
永
八
年
に
『
三
歳
繰
珠
數
暫
』、
そ
し
て
天
明
元
年
に
『
肉
筆
人
物
畫
』
で
版
画
版
本
の
合
作
又
は
共
作
を
試
み
て
い
る
こ
と
か
ら
（
47
）
両
者
の
間
に
は
交
友
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
釈
迦
ヶ
嶽
を
め
ぐ
る
錦
絵
作
品
に
つ
い
て
も
注
文
主
等
の
制
作
の
背
景
に
何
ら
か
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
中
で
も
、『
肉
筆
人
物
畫
』
は
湖
龍
斎
、
文
調
に
加
え
て
勝
川
春
章
も
制
作
に
携
わ
っ
て
お
り
（
48
）
、
先
述
の
湖
龍
斎
の
作
品
に
認
め
ら
れ
る
肖
似
性
を
検
討
す
る
上
で
も
重
要
な
資
料
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
作
品
の
構
図
に
目
を
向
け
る
と
人
物
が
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
、
綿
密
な
構
成
の
下
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
例
え
ば
釈
迦
ヶ
嶽
の
頭
部
と
画
面
左
隅
を
つ
な
い
で
み
る
と
、
そ
の
直
線
に
沿
う
よ
う
に
人
物
配
置
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
図
６
）。
つ
ま
り
、
釈
迦
ヶ
嶽
の
右
手
と
そ
こ
に
ぶ
11
図６ 図５ 一筆斎文調
《釈迦ヶ嶽雲右衛門》
ら
下
が
る
子
供
の
手
を
通
り
、
童
の
顔
の
中
心
線
、
さ
ら
に
は
そ
の
右
足
か
ら
も
う
一
人
の
子
供
の
体
の
中
央
を
通
っ
て
高
下
駄
の
角
と
を
一
直
線
に
つ
な
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
別
の
直
線
は
釈
迦
ヶ
嶽
の
左
肩
と
刀
の
柄
を
結
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
二
本
の
斜
線
は
、
釈
迦
ヶ
嶽
の
顎
先
と
着
物
の
左
右
の
合
わ
せ
と
を
つ
な
ぐ
体
の
中
心
を
通
る
頭
上
で
交
差
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
構
図
上
の
配
慮
が
、
背
景
の
境
内
描
写
な
ど
の
描
き
込
み
が
少
な
く
な
い
本
作
に
散
漫
な
印
象
に
陥
る
こ
と
の
な
い
安
定
感
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
釈
迦
ヶ
嶽
は
桐
の
紋
付
き
に
二
本
差
し
の
正
装
で
あ
り
、
胴
回
り
の
細
い
体
躯
で
一
見
力
士
に
は
見
え
な
い
。
子
供
の
一
方
が
乗
る
巨
大
な
高
下
駄
は
釈
迦
ヶ
嶽
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
先
述
の
湖
龍
斎
筆
の
作
と
は
違
い
、
こ
こ
で
は
身
長
に
比
し
て
特
別
釈
迦
ヶ
嶽
の
手
足
を
大
き
く
描
い
て
は
い
な
い
た
め
、
彼
の
草
履
と
下
駄
の
大
き
さ
が
大
幅
に
異
な
る
点
が
面
白
い
。
画
面
上
部
に
は
雲
の
よ
う
な
区
切
り
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
中
に
「
ほ
と
と
ぎ
す
ゆ
き
あ
た
る
べ
き
す
が
た
か
な
」
と
の
讃
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。「
釈
迦
嶽
雲
右
衛
門
」
の
名
の
右
に
は
、
そ
の
身
長
が
「
六
尺
七
寸
七
分
」
と
あ
り
、
先
に
挙
げ
た
文
献
な
ど
に
残
る
記
録
と
比
べ
る
と
、
若
干
低
く
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
境
内
の
提
灯
に
は
「
開
帳
」
の
文
字
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
勧
進
相
撲
の
出
開
帳
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
釈
迦
ヶ
嶽
は
明
和
七
年
の
十
一
月
に
市
ヶ
谷
左
内
坂
長
龍
寺
で
相
撲
興
行
を
し
て
お
り
（
49
）
、
本
図
は
お
そ
ら
く
そ
れ
以
降
に
描
か
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
文
調
の
経
歴
は
謎
に
包
ま
れ
て
お
り
、
石
川
幸
元
の
門
人
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
50
）
以
外
は
詳
し
い
記
録
が
な
く
、
作
画
期
は
、
明
和
元
年
に
描
い
た
絵
馬
の
存
在
か
ら
、
明
和
か
ら
安
永
に
か
け
て
の
わ
ず
か
十
年
あ
ま
り
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
51
）
。
彼
も
ま
た
鈴
木
春
信
の
画
風
に
影
響
を
受
け
た
絵
師
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
作
品
は
肉
筆
・
版
画
双
方
に
わ
た
る
が
、
役
者
絵
の
評
価
が
高
く
、
役
者
の
似
顔
絵
を
描
い
た
絵
師
の
先
駆
け
と
し
て
勝
川
春
章
と
並
び
称
さ
れ
て
い
る
。
生
没
年
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
柳
橋
で
営
ま
れ
た
文
調
の
七
回
忌
を
伝
え
る
刷
物
に
記
さ
れ
た
参
列
者
か
ら
、
没
年
を
寛
永
初
年
と
す
る
説
が
あ
る
（
52
）
。
し
か
し
、
天
明
期
に
入
る
と
作
品
が
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
先
述
の
作
画
期
を
終
え
る
と
、
絵
筆
を
折
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
釈
迦
ヶ
嶽
が
看
板
大
関
と
し
て
人
々
の
話
題
を
さ
ら
っ
た
明
和
か
ら
安
永
年
間
に
、
湖
龍
斎
、
文
調
両
者
の
作
画
期
は
合
致
し
て
お
り
、
ま
た
文
調
の
居
住
地
と
さ
れ
る
亀
井
（
53
）
な
い
し
柳
橋
周
辺
も
、
勧
進
相
撲
の
行
わ
れ
て
い
た
寺
社
に
近
接
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
文
調
も
ま
た
実
際
の
釈
迦
ヶ
嶽
を
目
に
し
て
い
た
可
能
性
12
は
極
め
て
高
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
二
《
釈
迦
ヶ
嶽
雲
右
衛
門
等
身
大
像
》
と
の
人
物
描
写
の
比
較
湖
龍
斎
・
文
調
の
錦
絵
と
、
等
身
大
図
像
の
釈
迦
ヶ
嶽
を
比
較
す
る
と
、
顔
立
ち
が
か
な
り
異
な
る
印
象
を
受
け
る
。
等
身
大
図
像
の
表
情
が
、
太
い
眉
に
丸
い
瞳
の
凛
々
し
い
表
情
で
あ
る
の
に
対
し
、
錦
絵
二
作
品
の
釈
迦
ヶ
嶽
は
、
ど
こ
と
な
く
頼
り
な
げ
で
あ
る
。
目
尻
に
か
け
て
下
が
っ
た
眉
、
気
弱
そ
う
な
細
い
つ
り
目
、
長
く
大
き
な
鼻
、
小
さ
な
口
な
ど
は
、
前
掲
の
『
相
撲
今
昔
物
語
』
な
い
し
『
甲
子
夜
話
』
に
あ
る
よ
う
な
、
生
前
の
釈
迦
ヶ
嶽
の
様
子
を
評
す
る
「
鳩
目
」
や
、
内
向
的
性
格
を
伝
え
る
記
述
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
よ
っ
て
湖
龍
斎
・
文
調
に
よ
る
錦
絵
は
、
作
品
自
体
に
釈
迦
ヶ
嶽
の
似
顔
絵
と
し
て
の
機
能
が
備
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
文
調
が
役
者
絵
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
点
を
鑑
み
て
も
、
こ
の
二
人
の
絵
師
が
実
際
に
釈
迦
ヶ
嶽
を
目
に
し
、
そ
の
特
徴
を
作
品
に
表
現
し
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
湖
龍
斎
お
よ
び
文
調
に
よ
る
釈
迦
ヶ
嶽
の
表
情
が
似
通
っ
て
い
る
こ
と
は
、
釈
迦
ヶ
嶽
等
身
大
像
一
連
の
作
品
の
人
物
描
写
を
検
討
す
る
上
で
重
要
な
点
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
湖
龍
斎
・
文
調
の
作
と
比
べ
た
場
合
、
等
身
大
図
像
の
釈
迦
ヶ
嶽
は
、
頭
部
の
大
き
さ
と
全
身
の
バ
ラ
ン
ス
が
明
ら
か
に
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
て
お
り
、
本
人
を
目
の
前
に
し
て
描
い
た
作
と
は
考
え
に
く
い
。
画
面
構
成
の
点
で
も
、
人
物
配
置
を
隅
々
ま
で
計
算
し
た
前
者
に
比
し
て
、
後
者
は
単
に
人
物
を
紙
面
に
収
め
た
だ
け
の
観
が
あ
り
、
衣
服
の
描
線
や
形
態
の
簡
略
化
な
ど
処
理
方
法
か
ら
も
、
あ
る
一
定
の
形
式
に
則
っ
て
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
本
作
の
描
き
方
は
、
釈
迦
ヶ
嶽
存
命
中
の
明
和
期
・
安
永
期
に
み
ら
れ
る
浮
世
絵
の
絵
画
様
式
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
も
の
で
、
顔
の
中
程
か
ら
描
き
始
め
ら
れ
る
幅
広
の
い
か
り
肩
を
持
ち
、
直
線
的
な
筆
致
で
衣
服
を
描
く
作
品
は
、
時
代
が
下
っ
た
文
政
期
以
降
の
歌
川
派
の
錦
絵
に
近
似
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
歌
川
国
英
に
よ
る
生
月
鯨
太
左
衛
門
の
錦
絵
（
図
７
）
は
、
釈
迦
ヶ
嶽
像
の
構
図
と
羽
織
の
形
、
扇
子
を
持
っ
て
い
る
点
、
絵
の
タ
ッ
チ
、
顔
と
全
身
の
バ
ラ
ン
ス
等
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図７ 歌川国英による
生月鯨太左衛門の作品
に
つ
い
て
、
非
常
に
似
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
国
英
は
初
代
歌
川
豊
国
の
門
人
で
、
生
没
年
は
不
明
な
が
ら
、
伝
存
す
る
作
品
か
ら
う
か
が
え
る
作
画
期
は
、
お
お
よ
そ
文
政
期
か
ら
嘉
永
期
に
か
け
て
の
よ
う
で
あ
る
。
歌
川
派
に
よ
る
力
士
絵
は
、
姿
絵
に
関
し
て
こ
の
よ
う
な
誇
張
、
硬
直
化
し
た
描
き
方
の
定
型
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
図
が
釈
迦
ヶ
嶽
亡
き
後
、
歌
川
派
の
錦
絵
に
倣
い
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
第
三
章
相
撲
博
物
館
本
の
位
置
付
け
小
島
貞
二
氏
に
よ
れ
ば
、
等
身
大
の
釈
迦
ヶ
嶽
像
は
、
相
撲
博
物
館
所
蔵
（
以
下
相
撲
博
物
館
本
と
略
記
）
の
ほ
か
に
千
葉
県
市
川
市
に
あ
る
安
国
院
所
蔵
の
も
の
（
以
下
安
国
院
本
と
略
記
・
図
８
）
と
、
か
つ
て
大
阪
の
あ
る
コ
レ
ク
タ
ー
が
所
有
し
て
い
た
作
品
の
、
少
な
く
と
も
三
点
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
こ
の
個
人
蔵
の
釈
迦
ヶ
嶽
図
像
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
五
年
の
段
階
で
海
外
に
渡
っ
た
可
能
性
が
あ
る
ら
し
く
（
54
）
、
現
在
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
こ
と
が
悔
や
ま
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
相
撲
博
物
館
本
と
安
国
院
本
と
の
比
較
を
通
し
て
、
相
撲
博
物
館
本
の
作
者
と
制
作
年
代
、
制
作
に
関
す
る
背
景
に
つ
い
て
の
考
察
を
試
み
た
い
。
一
相
撲
博
物
館
本
と
安
国
院
本
と
の
比
較
相
撲
博
物
館
本
と
安
国
院
本
は
、
と
も
に
紙
本
著
色
で
あ
る
。
画
面
の
状
態
、
顔
料
の
退
色
状
況
等
を
み
る
と
、
後
者
の
方
が
後
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
相
撲
博
物
館
本
に
は
画
面
右
下
に
「
探
齋
武
一
傳
模
」、
安
国
院
本
に
は
同
じ
く
画
面
左
下
に
「
明
治
貮
拾
三
年
正
月
再
冩
」
と
の
文
字
が
あ
り
、
双
方
の
作
品
と
も
に
模
写
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
安
国
院
本
は
こ
の
墨
書
か
ら
明
治
二
三
年
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
一
方
で
、
相
撲
博
物
館
本
に
は
制
作
年
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
相
撲
博
物
館
本
に
は
、
画
面
右
上
に
「
釋
迦
嶽
雲
右
衛
門
七
尺
一
寸
六
分
」
と
の
墨
書
に
よ
る
料
紙
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
安
国
院
本
は
、
画
面
右
上
に
「
鳥
居
權
太
夫
七
代
玉
垣
額
之
助
門
人
雲
州
森
之
産
釋
迦
ヶ
嶽
雲
右
衛
門
14
図８ 安国院蔵
《釈迦ヶ嶽雲右衛門真像》
真
像
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
相
撲
博
物
館
本
、
安
国
院
本
と
も
に
全
体
的
な
構
図
や
配
色
は
共
通
し
て
い
る
。
両
足
を
対
称
に
開
き
、
身
体
を
緩
や
か
に
左
側
へ
向
け
て
い
る
全
身
立
像
で
あ
る
。
視
線
は
や
や
左
上
方
向
に
向
け
ら
れ
、
右
手
で
顔
の
下
に
牡
丹
柄
の
赤
い
扇
子
を
広
げ
、
そ
の
手
の
上
に
重
な
る
よ
う
に
刀
の
柄
が
あ
り
、
羽
織
の
裾
か
ら
赤
い
鞘
が
の
ぞ
く
。
顔
、
手
足
、
扇
子
や
刀
は
細
い
線
で
描
か
れ
て
い
る
が
、
羽
織
や
着
物
の
描
線
は
太
く
、
歌
川
派
の
役
者
絵
に
も
通
じ
る
筆
勢
の
使
い
分
け
で
あ
る
。
衣
紋
の
皺
や
扇
子
に
描
か
れ
る
牡
丹
、
手
足
等
の
バ
ラ
ン
ス
も
か
な
り
細
か
い
点
ま
で
共
通
し
て
お
り
、
同
一
の
作
品
を
も
と
に
し
た
図
像
だ
と
認
め
ら
れ
る
一
方
で
、
異
な
る
点
も
あ
る
。
相
撲
博
物
館
本
の
釈
迦
ヶ
嶽
の
着
物
は
縦
縞
模
様
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
安
国
院
本
は
二
種
類
の
濃
淡
を
用
い
た
紺
色
に
よ
る
着
彩
が
施
さ
れ
て
お
り
、
相
撲
博
物
館
本
は
、
羽
織
の
袖
か
ら
ほ
と
ん
ど
着
物
は
の
ぞ
か
ぬ
も
の
の
、
安
国
院
本
で
は
左
右
の
袖
か
ら
着
物
の
薄
い
紺
色
が
み
え
る
。
帯
は
二
点
と
も
同
じ
く
亀
甲
文
様
で
あ
る
が
、
腰
に
結
ば
れ
た
紐
の
色
は
、
相
撲
博
物
館
本
が
白
っ
ぽ
く
、
安
国
院
本
は
濃
淡
が
つ
け
ら
れ
た
朱
に
近
い
赤
で
あ
り
、
草
履
の
鼻
緒
の
色
も
相
撲
博
物
館
本
が
赤
、
安
国
院
本
は
薄
い
朱
と
、
細
部
の
配
色
は
や
や
異
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
二
相
撲
博
物
館
本
の
制
作
者
と
制
作
年
代
に
つ
い
て
相
撲
博
物
館
本
の
釈
迦
ヶ
嶽
像
に
は
、
画
面
右
下
に
落
款
が
認
め
ら
れ
る
（
図
９
）。
ま
ず
墨
書
に
て
「
探
齋
武
一
傳
模
」、
そ
の
下
に
方
形
朱
印
で
「
探
齋
」
と
あ
り
、
こ
の
作
品
を
描
い
た
絵
師
の
名
前
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
江
戸
期
に
「
探
斎
」
の
号
を
用
い
た
絵
師
は
、
狩
野
派
を
含
め
数
名
存
在
す
る
が
、
そ
の
後
に
記
さ
れ
て
い
る
「
武
一
」
に
着
目
し
て
調
査
を
進
め
た
結
果
、
二
代
喜
多
武
一
と
い
う
絵
師
に
行
き
着
い
た
。
彼
は
、
谷
文
晁
に
学
び
、
狩
野
守
信
に
私
淑
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
絵
師
、
喜
多
武
清
の
養
子
で
あ
る
。『
日
本
書
画
人
名
辞
典
』
に
は
、
「
武
一
喜
多
氏
、
武
佞
の
養
子
と
な
り
武
一
の
歿
す
る
や
武
佞
乃
ち
人
の
子
を
養
う
て
嗣
ぐ
と
な
し
亦
武
一
と
稱
し
探
齋
と
號
す
明
治
初
年
歿
す
」
と
あ
る
（
55
）
。
た
だ
し
没
年
に
関
し
て
は
、
養
父
武
清
と
と
も
に
眠
る
、
清
林
寺
の
墓
石
に
記
さ
れ
た
明
治
二
○
年
（
一
八
八
七
）
八
月
六
日
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
二
代
武
一
を
名
乗
る
以
前
の
名
は
明
ら
か
で
な
く
、
作
画
活
動
が
い
つ
頃
か
ら
行
わ
れ
始
め
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
伝
存
す
る
資
料
を
概
観
す
る
限
り
、
記
録
に
残
る
よ
う
な
一
人
前
の
絵
師
と
し
て
は
、
初
代
武
一
が
亡
く
15
な
っ
た
後
、
本
格
的
に
制
作
を
し
た
と
み
ら
れ
る
（
56
）
。
二
代
武
一
に
関
し
て
の
記
録
や
作
品
は
極
め
て
少
な
く
、
養
父
の
喜
多
武
清
に
画
を
学
ん
だ
（
57
）
と
い
わ
れ
る
以
外
は
、
そ
の
作
風
や
作
品
歴
な
ど
の
多
く
が
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
二
代
武
一
の
筆
と
さ
れ
る
《
於
竹
大
日
如
来
縁
起
絵
巻
》
に
書
か
れ
た
落
款
に
注
目
し
た
い
。《
於
竹
大
日
如
来
縁
起
絵
巻
》
は
、
羽
黒
山
修
験
道
本
道
場
羽
黒
山
荒
沢
寺
正
善
院
に
伝
わ
る
三
巻
か
ら
な
る
絵
巻
で
、
同
院
境
内
に
祀
ら
れ
て
い
る
お
竹
大
日
堂
の
由
来
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
（
58
）
。
絵
巻
の
箱
書
に
は
「
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
重
修
」
と
あ
り
、
第
三
巻
末
に
こ
の
絵
巻
を
制
作
す
る
に
至
っ
た
経
緯
と
、
関
わ
っ
た
絵
師
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
（
59
）
。
こ
の
奥
書
に
よ
る
と
、
絵
巻
の
挿
絵
九
枚
は
旧
挿
絵
を
も
と
に
描
い
た
と
あ
り
、
筆
を
と
っ
た
九
名
の
絵
師
の
中
に
、
喜
多
武
一
と
そ
の
父
喜
多
武
清
が
含
ま
れ
（
60
）
、
絵
巻
下
巻
第
二
段
の
図
に
は
、
墨
書
に
よ
る
「
探
斎
武
一
筆
」
の
文
字
と
、「
探
斎
」
の
朱
の
鼎
印
が
あ
る
。
こ
の
鼎
印
は
、
相
撲
博
物
館
本
の
落
款
と
比
較
す
る
と
異
な
る
も
の
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
墨
書
の
筆
跡
は
、
釈
迦
ヶ
嶽
像
に
み
ら
れ
る
楷
書
に
近
い
字
体
と
比
べ
る
と
崩
し
て
書
か
れ
て
い
る
。「
探
」、「
武
」
の
字
は
筆
勢
、
形
と
も
類
似
し
て
い
る
が
、
絵
巻
の
「
斎
」
の
字
は
草
書
体
に
崩
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
「
一
」
も
か
な
り
短
い
線
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
落
款
全
体
の
印
象
と
し
て
は
同
一
と
言
い
難
い
が
、
特
筆
す
べ
き
は
「
武
」
の
字
体
で
あ
る
。
書
体
の
崩
し
方
が
多
様
を
極
め
た
江
戸
期
に
お
い
て
も
、「
武
」
の
草
体
の
一
番
下
に
あ
る
横
画
を
二
点
に
つ
く
る
の
は
他
に
類
例
を
見
ず
、
こ
の
形
は
、
武
一
と
そ
の
養
父
、
武
清
の
落
款
特
有
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
「
武
」
の
書
体
は
、
二
代
武
一
の
作
か
否
か
を
探
る
上
で
あ
る
一
定
の
判
断
基
準
と
な
り
う
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
、
今
後
新
た
に
二
代
武
一
の
作
品
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図９
正蔵寺蔵
《於竹大日如来
縁起絵巻物》
喜多大日如来
縁起絵巻物
正蔵寺蔵
《於竹大日如来
縁起絵巻物》
二代喜多武一
落款
相撲博物館本
《於竹大日如来
縁起絵巻物》
「探斎」落款
が
発
見
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
朱
印
の
検
証
と
併
せ
て
、
二
代
武
一
に
つ
い
て
の
詳
細
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
で
き
る
。
相
撲
博
物
館
本
の
絵
師
が
こ
の
二
代
武
一
と
い
う
絵
師
だ
と
す
る
と
、
こ
れ
が
描
か
れ
た
時
期
は
幕
末
か
ら
明
治
期
ま
で
下
が
り
、
す
で
に
釈
迦
ヶ
嶽
亡
き
後
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
先
述
の
通
り
、
探
斎
と
い
う
号
を
用
い
た
二
代
武
一
は
、
喜
多
武
清
の
実
子
、
武
一
亡
き
あ
と
す
ぐ
に
同
名
を
引
き
継
ぎ
養
子
と
な
っ
て
い
る
。
探
斎
と
名
乗
り
始
め
た
時
期
が
武
清
の
養
子
と
な
る
以
前
か
ら
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
初
代
武
一
は
、
嘉
永
中
に
五
○
歳
あ
ま
り
で
没
し
た
と
さ
れ
て
お
り
（
61
）
、
ま
た
二
代
武
一
の
活
躍
期
を
文
久
年
間
と
す
る
説
も
あ
る
（
62
）
こ
と
か
ら
、《
於
竹
大
日
如
来
絵
巻
》
の
制
作
年
で
あ
る
嘉
永
二
年
は
、
二
代
武
一
が
お
そ
ら
く
は
絵
師
と
し
て
表
舞
台
で
活
躍
し
始
め
た
最
初
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
相
撲
博
物
館
本
の
作
画
期
は
嘉
永
年
間
か
ら
明
治
二
○
年
に
か
け
て
だ
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
相
撲
博
物
館
本
、
安
国
院
本
と
も
に
模
写
で
あ
る
た
め
、
現
時
点
で
釈
迦
ヶ
嶽
の
等
身
大
図
像
が
最
初
に
描
か
れ
た
の
が
い
つ
ご
ろ
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
二
作
品
よ
り
以
前
に
釈
迦
ヶ
嶽
の
大
掛
軸
が
人
々
の
知
ら
れ
る
所
だ
っ
た
こ
と
を
示
す
、
三
代
豊
国
作
の
釈
迦
ヶ
嶽
と
生
月
鯨
太
左
衛
門
を
描
い
た
浮
世
絵
版
画
が
残
さ
れ
て
い
る
（
図
10
）。
こ
れ
は
、
釈
迦
ヶ
嶽
と
生
月
が
首
に
紐
を
か
け
て
引
き
合
っ
て
い
る
場
面
が
描
か
れ
た
三
枚
続
き
の
作
品
で
あ
る
。
実
際
に
は
生
月
鯨
太
左
衛
門
が
生
ま
れ
る
以
前
に
釈
迦
ヶ
嶽
は
他
界
し
て
お
り
、
こ
の
作
品
は
一
種
の
戯
画
と
い
え
る
。
肝
心
の
釈
迦
ヶ
嶽
の
顔
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
た
の
か
と
い
う
と
、
画
中
に
「
釈
迦
ヶ
嶽
ハ
玉
垣
所
蔵
の
似
顔
大
掛
物
の
図
を
う
つ
す
」
と
の
記
が
あ
り
、
こ
の
「
玉
垣
所
蔵
の
似
顔
大
掛
物
の
図
」
が
釈
迦
ヶ
嶽
等
身
大
図
像
の
中
で
最
初
に
描
か
れ
た
作
品
で
あ
る
の
か
は
別
と
し
て
も
、
こ
の
作
品
が
制
作
さ
れ
た
時
点
で
釈
迦
ヶ
嶽
の
等
身
大
図
像
は
存
在
し
、
そ
れ
を
年
寄
玉
垣
額
之
助
が
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
三
代
豊
国
の
作
画
期
は
長
い
が
、
二
代
豊
国
（
63
）
を
襲
名
し
た
の
が
天
保
十
五
年
で
あ
り
、
弘
化
二
年
に
は
剃
髪
し
て
肖
造
と
名
を
改
め
て
い
る
（
64
）
。
弘
化
二
年
は
、
初
代
武
一
が
没
し
た
嘉
永
年
間
よ
り
二
年
ほ
ど
遡
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
戯
画
が
二
代
豊
国
時
代
の
作
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、「
顔
を
写
し
た
」
も
と
と
な
る
作
品
は
少
な
く
と
も
弘
化
年
間
以
前
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
現
状
で
は
、
玉
垣
額
之
助
（
65
）
が
所
蔵
し
て
い
た
と
さ
れ
る
釈
迦
ヶ
嶽
等
身
大
図
が
一
番
古
い
作
品
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
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三幕
末
期
に
お
け
る
巨
人
力
士
等
身
大
図
像
の
他
の
作
例
釈
迦
ヶ
嶽
を
は
じ
め
と
す
る
巨
人
力
士
の
等
身
大
図
像
は
、
軸
装
す
る
と
縦
の
長
さ
だ
け
で
も
三
メ
ー
ト
ル
近
く
に
な
り
、
伝
存
作
は
少
数
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
等
身
大
図
像
に
関
し
て
は
相
撲
絵
の
中
で
も
あ
ま
り
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
関
連
す
る
資
料
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
作
品
の
多
く
は
幕
末
期
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
推
さ
れ
る
が
、
明
治
の
開
国
に
よ
り
、
伝
統
的
な
美
術
作
品
が
日
本
国
内
で
は
前
時
代
的
な
も
の
と
し
て
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
代
背
景
を
反
映
し
、
海
外
へ
と
流
出
し
て
し
ま
っ
た
作
品
も
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
寡
見
の
中
で
は
あ
る
が
、
《
釈
迦
ヶ
嶽
雲
右
衛
門
等
身
大
像
》
を
論
じ
る
に
あ
た
り
、
そ
の
制
作
方
法
・
制
作
年
代
を
検
討
す
る
上
で
重
要
と
思
わ
れ
る
、
同
様
の
大
掛
軸
形
式
で
描
か
れ
た
巨
人
力
士
の
等
身
大
図
像
に
関
し
て
作
品
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
安
国
院
所
蔵
《
生
月
鯨
太
左
衛
門
真
像
》
安
国
院
に
は
、
釈
迦
ヶ
嶽
の
等
身
大
図
像
の
ほ
か
に
、
こ
れ
と
同
様
の
体
裁
を
持
つ
生
月
の
等
身
大
画
像
（
図
11
）
が
伝
世
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
図
像
の
来
歴
に
つ
い
て
は
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
（
66
）
。
こ
の
と
き
清
正
堂
と
一
緒
に
安
国
院
が
譲
り
受
け
た
も
の
の
中
に
、
玉
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図10：三代豊国による釈迦ヶ嶽と生月の劇画
垣
代
々
の
位
牌
や
刀
剣
類
に
混
じ
っ
て
二
つ
の
巨
人
力
士
像
が
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
。
釈
迦
ヶ
嶽
、
生
月
両
力
士
は
、
時
代
は
違
え
ど
と
も
に
玉
垣
部
屋
の
力
士
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
部
屋
の
関
係
者
が
絵
師
に
頼
ん
で
そ
の
勇
姿
を
残
し
た
も
の
ら
し
い
。
し
か
し
、
現
在
で
は
注
文
主
、
絵
師
の
詳
細
を
伝
え
る
資
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
生
月
像
も
、
釈
迦
ヶ
嶽
像
と
同
じ
時
に
描
か
れ
た
も
の
ら
し
く
、
画
面
左
下
に
「
明
治
貮
拾
三
年
正
月
再
冩
」
と
あ
る
。
画
面
右
上
に
も
釈
迦
ヶ
嶽
像
と
同
様
の
讃
が
あ
る
が
、
画
面
左
上
に
は
「
弘
化
三
年
正
月
寫
」
と
、
粉
本
と
し
た
作
品
の
制
作
年
が
記
さ
れ
て
い
る
点
が
異
な
る
。
弘
化
三
年
と
い
え
ば
、
生
月
が
実
際
に
土
俵
入
り
力
士
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
時
期
で
、
こ
の
大
掛
軸
の
も
と
と
な
っ
た
作
品
は
、
実
際
に
生
月
を
モ
デ
ル
と
し
て
描
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
す
で
に
伝
説
化
し
て
い
た
釈
迦
ヶ
嶽
に
、
当
代
の
巨
人
力
士
を
比
し
て
鑑
賞
の
対
象
に
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
弘
化
三
年
は
嘉
永
元
年
の
前
年
で
あ
り
、
相
撲
博
物
館
本
の
制
作
年
代
と
推
定
さ
れ
る
二
代
武
一
の
制
作
時
期
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
。
安
国
院
本
釈
迦
ヶ
嶽
像
は
、
そ
の
体
裁
か
ら
安
国
院
生
月
像
と
同
時
に
模
写
さ
れ
た
と
推
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
粉
本
と
な
っ
た
作
品
も
同
時
期
頃
に
描
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
相
撲
博
物
館
本
の
模
写
は
、
原
本
の
制
作
時
か
ら
あ
ま
り
時
間
を
置
か
ず
描
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
同
時
期
に
写
さ
れ
た
安
国
院
所
蔵
の
釈
迦
ヶ
嶽
、
お
よ
び
生
月
の
両
軸
の
粉
本
が
同
じ
絵
師
に
よ
る
作
品
と
は
考
え
に
く
い
。
と
い
う
の
も
、
衣
服
の
描
き
方
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、
極
力
描
線
の
数
を
抑
え
、
直
線
的
な
筆
勢
を
用
い
た
釈
迦
ヶ
嶽
像
に
対
し
、
生
月
の
方
は
丸
み
を
帯
び
た
柔
ら
か
な
筆
致
で
描
か
れ
る
な
ど
、
筆
遣
い
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
加
え
て
、
同
じ
絵
師
の
作
な
ら
ば
、
同
時
期
に
共
通
し
た
様
式
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
手
の
表
現
に
お
い
て
も
、
釈
迦
ヶ
嶽
の
方
が
爪
や
指
に
つ
い
て
大
ぶ
り
・
肉
感
的
な
形
態
を
持
ち
、
簡
潔
に
絞
ら
れ
た
線
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
生
月
の
指
は
小
ぶ
り
で
ほ
っ
そ
り
と
し
て
お
り
、
や
や
強
弱
を
用
い
た
描
線
で
描
か
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
違
い
か
ら
、
安
国
院
蔵
の
釈
迦
ヶ
嶽
、
生
月
の
両
軸
は
、
粉
本
の
時
点
で
表
現
の
特
徴
に
差
異
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
ゆ
え
に
粉
本
の
絵
師
も
異
な
る
と
推
察
で
き
る
の
で
あ
る
。
渡
辺
崋
山
筆
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
所
蔵
《
大
空
武
左
衛
門
像
》崋
山
筆
と
さ
れ
る
大
空
武
左
衛
門
の
等
身
大
図
像
と
そ
の
模
写
は
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
で
ア
メ
リ
カ
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
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美
術
館
所
蔵
の
作
品
（
以
下
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
本
と
略
記
・
図
12
）
と
個
人
蔵
に
よ
る
作
品
、
そ
れ
に
国
立
国
会
図
書
館
蔵
で
あ
る
筆
者
不
詳
の
写
本
『
名
人
図
像
』
に
収
め
ら
れ
た
三
点
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
『
名
人
図
像
』
の
も
の
は
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
本
の
模
写
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
（
67
）
。
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
本
は
墨
書
で
画
面
右
隅
に
「
文
政
丁
亥
六
月
十
一
日
全
楽
堂
藁
本
崋
山
」
と
白
文
方
印
が
あ
り
、
そ
の
左
に
は
「
身
長
七
尺
三
分
衣
五
尺
一
寸
肩
濶
二
尺
二
分
五
寸
袖
寛
一
尺
九
寸
手
裏
八
寸
五
分
足
裏
一
尺
一
寸
外
套
三
尺
八
寸
身
重
三
十
二
貫
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
崋
山
に
よ
る
制
作
風
景
は
、
曲
亭
馬
琴
の
『
兎
園
小
説
餘
禄
』
第
二
に
記
述
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
崋
山
は
武
左
衛
門
の
肖
像
を
制
作
す
る
に
あ
た
り
、
蘭
鏡
（
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
キ
ュ
ラ
、
ま
た
は
写
真
鏡
）
を
用
い
た
そ
う
で
あ
る
（
68
）
。
崋
山
が
武
左
衛
門
の
肖
像
を
描
い
た
の
は
一
回
だ
け
で
は
な
く
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
に
も
、
崋
山
は
私
淑
す
る
佐
藤
一
斎
の
も
と
に
武
左
衛
門
を
伴
っ
て
訪
れ
、
身
体
の
各
部
分
を
写
真
鏡
に
映
し
つ
つ
デ
ッ
サ
ン
を
試
み
た
と
い
う
（
69
）
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
等
身
大
図
像
は
、
美
術
と
し
て
の
絵
画
と
い
う
よ
り
も
詳
細
な
記
録
化
と
し
て
の
側
面
を
持
つ
作
例
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
文
政
期
に
お
い
て
、
巨
人
力
士
の
等
身
大
図
像
の
制
作
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
相
撲
博
物
館
本
お
よ
び
安
国
院
本
の
釈
迦
ヶ
嶽
像
、
生
月
像
と
、
実
際
に
人
物
を
目
の
前
に
し
て
描
い
た
崋
山
の
武
左
衛
門
像
と
を
比
較
す
る
と
、
描
か
れ
方
が
大
き
く
異
な
る
の
が
分
か
る
。
崋
山
の
作
は
写
真
鏡
に
映
し
な
が
ら
の
制
作
方
法
ゆ
え
か
、
頭
部
に
比
し
て
手
足
が
非
常
に
大
き
く
描
か
れ
て
お
り
、
身
体
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
若
干
欠
い
て
い
る
と
い
う
点
を
差
し
引
い
て
も
、
浮
世
絵
風
の
絵
画
描
写
と
は
明
ら
か
に
一
線
を
画
す
写
実
性
を
帯
び
て
い
る
（
70
）
。
ま
た
、
相
撲
博
物
館
に
は
国
安
に
よ
る
武
左
衛
門
の
錦
絵
（
図
13
）
を
そ
の
ま
ま
拡
大
し
て
描
い
た
と
思
わ
れ
る
武
左
衛
門
の
等
身
大
画
像
（
作
者
不
詳
）（
図
14
）
が
残
さ
れ
て
お
り
、
小
品
の
浮
世
絵
版
画
か
ら
大
掛
軸
へ
の
描
き
直
し
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
巨
人
力
士
の
等
身
大
図
像
20
図12 クリーブランド美術
館蔵
渡辺華山《大武左衛門》
の
制
作
方
法
も
一
様
で
な
く
、
実
際
に
本
人
を
目
の
前
に
し
て
描
く
と
は
限
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
、
本
作
の
制
作
背
景
に
関
し
て
も
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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お
わ
り
に
本
稿
で
は
、
相
撲
博
物
館
所
蔵
の
《
釈
迦
ヶ
嶽
雲
右
衛
門
等
身
大
像
》
に
つ
い
て
、
そ
の
絵
師
と
制
作
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
の
考
察
を
試
み
た
。
本
作
は
、
か
つ
て
玉
垣
額
之
助
が
所
蔵
し
て
い
た
大
掛
軸
か
ら
の
模
写
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
制
作
年
代
は
、
款
記
に
あ
る
二
代
喜
多
武
一
の
活
動
期
か
ら
推
考
す
る
に
、
釈
迦
ヶ
嶽
没
後
か
ら
し
ば
ら
く
経
過
し
た
嘉
永
年
間
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
大
空
武
左
衛
門
の
等
身
大
図
像
の
作
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
先
行
し
て
制
作
さ
れ
た
錦
絵
か
ら
拡
大
し
て
大
掛
軸
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
作
例
が
あ
る
点
、
ま
た
文
政
期
か
ら
嘉
永
期
の
頃
に
制
作
さ
れ
た
歌
川
派
の
相
撲
絵
に
、
釈
迦
ヶ
嶽
と
類
似
す
る
様
式
が
認
め
ら
れ
た
点
等
を
鑑
み
る
と
、
今
回
取
り
上
げ
た
釈
迦
ヶ
嶽
の
等
身
大
図
像
の
一
連
の
作
品
に
関
し
て
は
、
そ
の
原
本
が
、
彼
の
亡
き
後
描
か
れ
た
浮
世
絵
版
画
作
品
を
も
と
に
、
等
身
大
図
と
な
る
よ
う
に
模
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
か
ら
明
治
に
至
る
ま
で
、
大
男
と
し
て
民
衆
の
通
念
だ
っ
た
（
71
）
と
い
う
釈
迦
ヶ
嶽
は
、
た
し
か
に
巨
人
力
士
で
は
あ
る
も
の
の
、
身
長
を
伝
え
る
記
録
を
概
観
す
る
と
、
決
し
て
突
出
し
て
大
き
い
巨
人
力
士
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
が
歴
史
に
語
り
継
が
図13 相撲博物館蔵
《大空武左衛門等身大像》
図14 相撲博物館蔵
歌川国安
渡辺華山《大空武左衛門》
れ
る
存
在
と
な
り
得
た
の
は
、
そ
の
体
躯
ば
か
り
で
な
く
、
相
撲
の
実
力
と
、
庶
民
文
化
の
境
目
で
あ
っ
た
錦
絵
誕
生
期
の
活
躍
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
力
士
の
絵
画
化
が
流
行
す
る
な
か
で
、
浮
世
絵
の
世
界
に
も
戯
画
や
絵
草
子
、
見
立
絵
な
ど
の
多
様
な
絵
画
形
態
が
生
み
出
さ
れ
る
時
代
を
迎
え
、
文
政
期
以
降
の
相
次
ぐ
巨
人
力
士
の
登
場
に
よ
り
、
か
つ
て
の
名
巨
人
力
士
で
あ
っ
た
釈
迦
ヶ
嶽
が
再
び
思
い
起
こ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
珍
し
い
も
の
や
大
胆
な
発
想
を
好
む
幕
末
期
特
有
の
気
風
も
あ
っ
て
、
大
掛
軸
に
よ
る
巨
人
力
士
の
等
身
大
図
像
が
流
行
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
浮
世
絵
に
お
い
て
、
以
前
に
描
か
れ
た
作
品
を
も
と
に
、
顔
部
分
な
い
し
絵
の
一
部
を
別
の
作
品
に
写
す
こ
と
は
今
日
伝
わ
る
作
品
か
ら
も
散
見
さ
れ
る
。
本
作
も
、
先
述
の
通
り
お
そ
ら
く
は
そ
の
作
例
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
証
明
す
る
粉
本
と
な
っ
た
作
品
は
現
時
点
で
は
見
出
せ
て
い
な
い
。
ま
た
、
高
価
な
肉
筆
画
に
よ
る
大
掛
軸
の
巨
人
力
士
像
が
な
ぜ
幕
末
期
に
な
っ
て
複
数
制
作
さ
れ
た
の
か
等
、
そ
の
流
行
の
背
景
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
点
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
今
後
も
引
き
続
い
て
調
査
を
続
け
た
い
。
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註１
小
島
貞
二
『
大
相
撲
裏
面
史
』、
千
人
社
、
一
九
八
○
年
、
一
八
頁
。
２
飯
田
昭
一
「
江
戸
時
代
相
撲
名
鑑
」、『
史
料
集
成
江
戸
時
代
相
撲
名
鑑
下
』、
二
○
○
一
年
、
七
四
三_
七
四
五
頁
。
３
本
稿
で
は
一
尺
を
約
三
○
・
三
セ
ン
チ
と
す
る
。
４
小
島
貞
二
『
大
相
撲
評
判
記
』、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
九
年
、
二
○
頁
。
５
『
相
撲
今
昔
物
語
』
巻
之
七
（『
新
燕
石
十
種
』
第
六
巻
収
録
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一
年
、
七
五
頁
。）
６
同
前
。
７
「
江
戸
・
東
京
番
付
」、『
大
相
撲
人
物
大
辞
典
』、「
相
撲
」
編
集
部
編
、
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社
、
二
○
○
一
年
、
五
三
四
頁
。
８
前
掲
註
五
、
七
五
頁
。
９
『
墨
水
消
夏
録
』
巻
之
三
（『
燕
石
十
種
』
第
二
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
九
年
、
二
六
四
頁
。）
10
『
傍
廂
』
後
篇
巻
之
中
（『
日
本
随
筆
大
成
』〈
第
三
期
〉
一
、
日
本
随
筆
大
成
編
輯
部
編
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
、
一
一
一
頁
。）
11
前
掲
『
相
撲
今
昔
物
語
』
に
は
、「
大
阪
初
登
り
比
は
、
七
尺
一
寸
と
な
り
」
と
あ
り
、
江
戸
へ
移
る
間
に
も
身
長
が
伸
び
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
12
前
掲
註
七
、
五
三
四_
五
百
三
十
五
頁
。
13
小
島
、
前
掲
註
四
、
二
○_
二
一
頁
。
14
常
陸
山
谷
右
衛
門
『
相
撲
大
鑑
』、
民
友
社
、
一
九
○
九
年
、
附
録
四
一
頁
。
15
前
掲
註
七
、
一
○
三
頁
お
よ
び
五
三
四_
五
三
五
頁
。
16
同
前
、
お
よ
び
小
島
、
前
掲
註
一
、
一
四
頁
。
17
神
沢
貞
幹
『
翁
草
』
巻
之
百
四
十
一
「
古
角
力
取
」、『
近
世
歴
史
叢
書
』
収
録
、
歴
史
図
書
社
、
一
九
七
○
年
、
二
一
九
八
頁
。
18
横
田
洋
一
、「
作
品
解
説
」、『
浮
世
絵
名
品
五
○
○
選
│
春
信
・
清
長
・
歌
麿
・
北
斎
・
広
重
│
』
神
奈
川
県
立
博
物
館
、
一
九
九
一
年
、
二
二
一
頁
。
19
『
相
撲
今
昔
物
語
』
巻
之
七
、『
新
燕
石
十
種
』
第
六
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一
年
、
七
五_
七
六
頁
。
20
松
浦
静
山
『
甲
子
夜
話
』
六
、
東
洋
文
庫
三
四
二
、
平
凡
社
、
一
九
七
七
年
、
三
五
七
頁
。
21
松
浦
静
山
『
甲
子
夜
話
』
続
編
一
、
東
洋
文
庫
三
六
○
、
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
、
一
一
頁
。
22
新
田
一
郎
『
相
撲
の
歴
史
』、
山
川
出
版
社
、
一
九
九
四
年
、
一
八
二
頁
。
23
常
陸
山
、
前
掲
註
一
四
、
一
○
一
頁
。
24
同
前
、
一
○
四
頁
。
25
『
古
今
相
撲
大
全
』、
京
・
菊
屋
安
兵
衞
、
長
濱
屋
九
郎
右
衞
門
、
江
戸
・
鱗
形
屋
孫
兵
衞
、
大
阪:
吉
文
字
屋
市
兵
衞
、
一
七
七
三
年
、
頁
付
け
な
し
。
26
常
陸
山
、
前
掲
註
一
四
、
一
○
七_
一
○
八
頁
。
27
古
河
三
樹
『
江
戸
時
代
大
相
撲
』、
雄
山
閣
、
一
九
六
八
年
、
一
○
三_
一
○
四
頁
。
28
和
歌
森
太
郎
『
相
撲
今
む
か
し
』、
河
出
書
房
新
社
、
一
九
六
三
年
、
四
六
頁
。
29
常
陸
山
、
前
掲
註
一
四
、
一
○
九
頁
。
30
三
木
貞
一
、『
江
戸
時
代
の
角
力
』、
近
世
日
本
文
化
史
研
究
会
、
一
九
二
八
年
、
八
五
頁
。
31
『
近
世
奇
跡
考
』
巻
之
三
よ
り
「
古
画
相
撲
の
図
」、『
日
本
随
筆
全
集
』
第
十
一
巻
、
国
民
図
書
、
一
九
三
○
年
、
六
九
頁
。
図
23
は
七
○_
七
一
頁
。
32
『
好
古
小
録
』
上
に
、「
三
十
六
相
撲
人
図
―
巻
画
基
光
及
公
望
基
光
子
阿
闍
梨
其
図
古
昔
相
撲
ノ
事
皆
徴
ス
ベ
シ
基
光
ノ
画
存
ス
ル
者
此
外
ニ
ミ
ズ
」
と
あ
る
。（『
日
本
随
筆
全
集
』
第
六
巻
、
国
民
図
書
、
一
九
二
七
年
、
三
七
頁
。）
33
吉
田
暎
二
、『
浮
世
絵
辞
典
』
中
、
画
文
堂
、
一
一
五
頁
。
34
新
田
一
郎
、
前
掲
『
相
撲
の
歴
史
』、
一
七
三
頁
。
35
小
林
忠
「
春
信
」、『
日
本
の
美
術
』
第
二
二
八
号
、
至
文
堂
、
一
九
八
五
年
、
四
一_
四
二
頁
。
36
吉
田
、
前
掲
註
三
三
、
一
一
五
頁
。
37
同
前
。
38
丈
長
奉
書
と
呼
ば
れ
る
横
に
四
つ
に
切
っ
た
大
き
さ
で
、
縦
二
尺
三
寸
（
約
七
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）、
横
四
寸
（
約
一
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
の
大
き
さ
で
あ
る
。
39
浮
世
絵
美
人
画
で
、
秘
画
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
、
女
性
の
肌
の
一
部
が
あ
ら
わ
に
描
か
れ
た
絵
を
指
し
て
い
う
。
明
和
・
安
永
の
頃
、
女
性
を
描
い
た
絵
で
肌
を
出
し
た
も
の
を
「
あ
ぶ
な
」
と
い
っ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。
詳
細
は
以
下
に
詳
し
い
。（
吉
田
暎
二
、『
浮
世
絵
辞
典
』
全
三
巻
の
内
上
巻
、
画
文
堂
、
一
九
七
二
年
、
二
八_
三
○
頁
。）
40
狩
野
博
幸
、「
清
長
と
錦
絵
」、『
日
本
の
美
術
』、
三
六
四
号
、
至
文
堂
、
一
九
九
六
年
、
四
五
頁
お
よ
び
五
五_
五
六
頁
。
41
『
書
画
人
・
浮
世
絵
師
呼
称
辞
典
』、
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
二
年
、
二
二
六
頁
。
42
同
前
、
お
よ
び
「
湖
龍
斎
」、『
国
華
』
一
○
○
号
、
国
華
社
、
一
八
九
八
年
、
六
九
頁
。
43
日
本
浮
世
絵
協
会
編
、『
原
色
浮
世
絵
大
百
科
事
典
』
第
二
巻
浮
世
絵
師
、
大
修
館
書
店
、
一
九
八
二
年
、
四
三
頁
。
44
杉
原
夷
山
編
、『
日
本
書
画
人
名
辞
典
』、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
八
年
、
二
○
頁
。
45
前
掲
註
四
○
、
四
三
頁
。
46
前
掲
註
四
一
、
二
○
頁
。
47
楢
崎
宗
重
、「
豊
春
と
そ
の
門
人
豊
廣
・
豊
國
」、『
国
華
』
一
○
二
一
号
、
国
華
社
、
一
九
七
九
年
、
三
六
頁
。
48
同
前
。
49
同
前
、
お
よ
び
楢
崎
宗
重
「
一
筆
齋
文
調
筆
夕
涼
み
圖
」、
『
国
華
』
八
三
六
号
、
一
九
六
一
年
、
五
二
八
頁
。
50
前
掲
註
七
、
五
三
四
頁
。
51
「
一
筆
齋
文
調
筆
笠
森
稲
荷
圖
」、『
国
華
』
二
四
二
号
、
国
華
社
、
一
九
一
○
年
、
一
四
頁
。
24
52
楢
崎
、
前
掲
註
四
五
、
五
二
八_
五
三
一
頁
。
53
同
前
五
二
八
頁
。
54
前
掲
註
四
七
、
一
四
頁
。
55
小
島
、
前
掲
註
一
、
一
九
頁
。
56
『
日
本
書
画
人
名
辞
典
』、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
八
年
、
二
五
頁
。
57
前
掲
註
四
二
、
一
二
七
頁
、
お
よ
び
『
日
本
画
家
辞
典
』、
人
名
編
、
思
文
閣
、
一
九
二
七
年
、
五
四
三
頁
。
58
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
『
於
竹
大
日
如
来
縁
起
絵
巻
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
二
○
○
七
年
十
月
〈http://w
w
w
.nichibun.ac.jp/graphicversion/dbase/o
take/top/.htm
l
〉
参
照
。
59
同
前
。
60
同
前
。
61
『
大
日
本
書
画
名
家
大
鑑
』、
伝
記
上
編
、
第
一
書
房
、
一
九
七
五
年
、
一
一
三
八
頁
。
62
前
掲
註
五
三
、
五
四
三
頁
。
63
初
代
豊
国
門
人
で
、
国
貞
と
称
し
、
歌
川
を
名
乗
る
。
天
保
一
五
年
（
一
八
四
四
）、
一
方
に
二
代
豊
国
（
本
郷
豊
国
）
が
存
在
し
た
が
、
二
代
を
襲
名
し
た
。
二
代
と
区
別
す
る
た
め
、
亀
戸
豊
国
と
も
呼
ば
れ
る
。（
吉
田
漱
、「
浮
世
絵
便
覧
、
主
要
絵
師
略
伝
」、『
浮
世
絵
の
基
礎
知
識
』、
雄
山
閣
、
一
九
七
四
年
、
九
九
頁
参
照
。）
64
吉
田
漱
『
浮
世
絵
の
基
礎
知
識
』、
雄
山
閣
、
一
九
七
四
年
、
九
九
頁
。
65
玉
垣
額
之
助
は
、
幕
末
の
相
撲
界
に
名
を
馳
せ
た
名
力
士
で
、
引
退
後
も
年
寄
玉
垣
と
し
て
角
界
を
牛
耳
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
な
お
、
玉
垣
額
之
助
を
名
乗
っ
た
人
物
は
複
数
存
在
し
、
安
国
院
本
の
款
記
に
あ
る
玉
垣
と
は
別
人
物
で
あ
る
。
66
安
国
院
に
あ
る
大
正
十
一
年
銘
の
清
正
堂
記
念
碑
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
明
治
十
年
西
南
戦
争
が
起
き
る
と
、
東
京
相
撲
協
会
の
年
寄
、
十
二
代
目
玉
垣
額
之
助
は
五
十
八
名
の
力
士
を
連
れ
て
皇
軍
に
従
い
、
熊
本
の
清
正
堂
で
戦
い
の
守
護
を
祈
っ
た
。
そ
の
後
、
一
人
の
負
傷
者
も
出
な
か
っ
た
霊
験
に
深
く
感
じ
入
っ
た
玉
垣
は
、
明
治
十
三
年
に
清
正
公
の
尊
像
を
譲
り
受
け
、
東
京
本
所
元
原
庭
の
自
宅
敷
地
内
に
堂
を
建
て
、
こ
れ
を
祀
っ
た
。
し
か
し
玉
垣
の
死
後
、
そ
の
土
地
の
持
ち
主
が
転
々
と
変
わ
る
中
で
堂
が
持
て
余
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
、
こ
れ
を
憂
慮
し
た
当
時
の
地
主
、
宮
崎
三
之
助
氏
が
、
大
正
七
年
に
移
転
地
を
市
川
の
安
国
院
境
内
と
し
、
25
一
年
近
く
か
け
て
清
正
堂
を
そ
の
ま
ま
移
築
し
た
。」
67
岡
戸
敏
幸
、「
作
品
解
説
」、『
東
洋
絵
画
の
精
華
│
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
│
』、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
一
九
九
八
年
、
一
六
九
頁
。
68
『
兎
園
小
説
余
録
』
第
二
（『
新
燕
石
十
種
』
第
六
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一
年
、
三
九
○
頁
。）
26
図
版
典
拠
１
筆
者
撮
影
相
撲
博
物
館
協
力
２
筆
者
撮
影
お
よ
び
画
像
加
工
相
撲
博
物
館
協
力
３
筆
者
撮
影
相
撲
博
物
館
協
力
４
筆
者
撮
影
お
よ
び
画
像
加
工
相
撲
博
物
館
協
力
５
『
浮
世
絵
名
品
展
五
○
○
選
│
春
信
・
清
長
・
歌
麿
・
北
斎
・
広
重
│
』
神
奈
川
県
立
博
物
館
、
一
九
九
一
年
、
三
二
頁
６
同
前
、
筆
者
画
像
加
工
７
ジ
ョ
ー
ジ
石
黒
『
相
撲
錦
絵
蒐
集
譚
』、
西
田
書
店
、
一
九
九
四
年
、
一
○
○
頁
８
筆
者
撮
影
安
国
院
協
力
９
筆
者
撮
影
相
撲
博
物
館
協
力
お
よ
び
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
『
於
竹
大
日
如
来
縁
起
絵
巻
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』、
二
○
○
七
年
十
月
〈http://w
w
w
.nichibun.ac.jp/graphicversion/dbase/
otake/top/.htm
l
〉
参
照
10
筆
者
撮
影
相
撲
博
物
館
協
力
11
筆
者
撮
影
安
国
院
協
力
12
『
東
洋
絵
画
の
精
華
―
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
―
』
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
一
九
九
八
年
、
一
三
九
頁
13
筆
者
撮
影
相
撲
博
物
館
協
力
14
筆
者
撮
影
相
撲
博
物
館
協
力
69
同
前
。
70
尤
も
、『
兎
園
小
説
余
録
』
第
二
に
は
、
武
左
衛
門
を
評
し
て
、
「
全
身
痩
身
に
て
頭
小
さ
く
、
帯
よ
り
下
い
と
長
く
見
ゆ
」
と
あ
り
、
多
少
の
誇
張
は
あ
る
に
し
て
も
、
彼
の
頭
部
は
小
さ
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。（
同
前
、
三
八
九
頁
。）
71
小
島
、
前
掲
書
註
一
、
一
四
頁
。
（
付
記
）
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
相
撲
博
物
館
館
長
納
谷
幸
喜
氏
、
同
館
研
究
員
中
村
史
彦
氏
、
お
よ
び
安
国
院
住
職
中
山
寛
孝
氏
よ
り
多
く
の
資
料
の
ご
提
供
を
は
じ
め
と
し
て
、
様
々
な
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
画
の
落
款
の
読
み
に
関
し
て
は
、
筑
波
大
学
大
学
院
人
間
総
合
科
学
研
究
科
の
下
田
章
平
氏
よ
り
、
崋
山
筆
の
大
空
武
左
衛
門
像
の
所
在
に
つ
い
て
は
筑
波
大
学
人
間
総
合
科
学
研
究
科
の
伊
藤
加
奈
子
氏
よ
り
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
(
お
お
く
ぼ
の
り
こ)
27
